
一
般
質
問　

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

等
、
子
育
て
施
策
へ
全
力
を

注
ぎ
、
少
子
化
対
策
に
尽
力

し
て
き
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
無
償
化
を
議
論
す
る
に

あ
た
っ
て
、
財
源
を
含
め
て

何
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
市
長
の
思
い
は
。

　
　
文
部
科
学
省
通
知
「
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
」
に
、
学

級
担
任
の
視
点
の
み
な
ら
ず
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
の
見
立
て
が
有
効
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
担

任
と
子
ど
も
の
関
係
に
要
因

が
あ
る
場
合
、
早
急
な
チ
ー

ム
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

本
市
も
教
員
以
外
の
専
門
家

が
初
期
の
見
立
て
を
担
う
体

制
を
明
確
に
定
め
て
は
。

　
　
令
和
８
・
９
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
大

幅
な
値
上
げ
と
な
っ
た
。
県

は
保
険
料
抑
制
の
た
め
の
財

政
安
定
化
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
わ
ず
、
ま
た
、
基
金
の

役
割
な
ど
の
基
本
認
識
を
示

し
て
い
な
い
。
今
後
、
ど
の

よ
う
な
考
え
の
も
と
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
計
画
に

対
し
て
、
住
民
投
票
条
例
の

制
定
を
求
め
、
署
名
簿
が
提

出
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は

市
民
の
関
心
と
不
安
の
大
き

さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
住
民
投
票
を
求
め

る
動
き
や
署
名
簿
の
提
出
に

つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
５
年
９
月
定
例
市

議
会
で
、
長
期
休
業
期
間
中

に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
の
お
弁
当
デ
リ
バ
リ
ー

制
度
の
導
入
を
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
調
査

や
検
討
を
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
方
針
は
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
重
点

的
な
投
資
を
し
て
き
て
お
り
、

そ
の
一
つ
が
子
育
て
関
係
だ
。

子
育
て
関
係
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
保
育
料
無
償
化
の
議
論

も
あ
る
。

　
一
方
、
本
市
に
お
け
る
全
体

の
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
、
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ 

（
優
先
度
）
、
財
源

の
確
保
策
な
ど
全
体
が
見
え
て

初
め
て
予
算
化
で
き
る
。
質
問

の
趣
旨
は
頭
に
入
れ
な
が
ら
予

算
の
議
論
も
し
て
い
き
た
い
。

　

　
　
不
登
校
支
援
に
は
、
必
要

に
応
じ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
専
門
家
を
含
め
た
組
織

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
支
援
が
組
織
的
、
計
画

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
体
制
の

周
知
や
充
実
に
努
め
た
い
。

　
　
知
事
は
、
自
ら
が
基
金
を

活
用
し
な
い
判
断
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
責
任
主
体
は
広

域
連
合
と
し
、
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
市
長
、

議
長
連
名
で
県
へ
出
し
た
意
見

書
に
対
し
「
違
和
感
が
あ
る
」

と
の
こ
と
だ
が
、
違
和
感
を
持

た
れ
て
は
困
る
。
将
来
的
に
は

上
昇
幅
を
抑
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
直
接
請
求
制
度
は
地
方
自

治
法
上
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
規
定
に
基
づ
い
て
署
名
簿

が
提
出
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い

る
。
現
在
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
署
名
の
審
査
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
署
名
の

効
力
が
確
定
し
条
例
制
定
の
請

求
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
法
令

の
定
め
る
手
続
き
に
従
っ
て
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

※
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利
用
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
す

る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

92
％
が
利
用
し
た
い
と
回
答
し
、

希
望
価
格
は
５
０
０
円
程
度
が

最
多
だ
っ
た
。
販
売
事
業
者
へ

の
聞
き
取
り
で
は
、
期
間
限
定

に
よ
る
採
算
性
や
配
送
ル
ー
ト

確
保
が
難
し
い
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や

事
業
者
の
意
見
を
参
考
に
条
件

設
定
を
行
い
、
８
年
夏
季
休
業

中
の
試
験
的
導
入
に
向
け
て
事

業
者
を
募
集
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

専
門
家
と
チ
ー
ム
対
応
を

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
抑
制
に
向
け
て

ア
リ
ー
ナ
整
備
を
巡
る
署

名
簿
提
出
と
市
長
の
考
え

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
昼

食
支
援
を
試
験
的
導
入
へ

保
育
料
無
償
化
の
拡
充
を

６７

盗難被害に遭う前の「桃太郎像」

早野　賢一

公明党
岡山市議団

宿女　和子

日本共産党
岡山市議団

小林　寿雄

おかやま
　　創政会

土田　貴行

みらいえ

中島　純

おかやま未来
プロジェクト

一
般
質
問

一
般
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※４ 【直接請求制度】
普通地方公共団体の議会の議員および長の選挙権を有する
者の一定数以上の連署（署名）を集めることで、その代表
者から条例の制定・改廃等を請求することができる制度

議会トピックス

　姉妹都市・サンノゼ市（米国）で令和７年10月に
盗難被害に遭った「桃太郎像」の再設置を目指し、
クラウドファンディングや一般寄附・街頭募金で集
まった 338万円余の寄附金が岡山市国際交流協議会
へ寄せられました。
　この取り組みは、子ども海外派遣事業で同市を訪
問した中学生らの「桃太郎像を再びサンノゼ市に届
けたい」という思いがきっかけとなったものです。
　こうした熱意を後押
しすべく、岡山市議会
議員から再設置支援金
100 万円をサンノゼ市
へ贈りました。
　1957年の姉妹都市締
結以来、長年築いてき
た友好関係をさらに深
めるとともに、一日も
早い桃太郎像の再設置
を祈念しています。

　歴史・文化をいかしたまちづくり調査特別委員会が、
本市にゆかりのある偉人の功績を再評価し、歴史文化
資源としていかす取り組みを検討するため実施した 、 
 「偉人の顕彰に関するアンケート」の結果
を公表しています。
　詳しくはＱＲコードからご覧ください。

在職議員表彰・感謝状

定例市議会で「ベジ・ファーストＯＫＡＹＡＭＡプロジェクト」をＰＲ

サンノゼ市の「桃太郎像」再設置を支援 岡山市議会が実施した
偉人の顕彰に関するアンケート結果

　岡山市役所公式ＬＩＮＥから議会開催日程やイベン
ト案内など、市議会に関する情報をお届けします。
　受信ジャンルの設定から「議会からのお知らせ」を
選択しご登録ください。

市議会情報をＬＩＮＥでお届け

友だち追加は
コチラから

　全国市議会議長会および中国市議会議長会から、
次の方々に表彰状と感謝状が贈られました。

■全国市議会議長会
　□議員在職20年以上表彰　　　　　     
　　　小　川　信　幸 氏　　　　森　田　卓　司 氏
　□議員在職15年以上表彰
　　　赤　木　一　雄 氏　　　　東　　　　　毅 氏
　　　川　本　浩一郎 氏　　　　高　橋　雄　大 氏
　　　田　中　のぞみ 氏　　　　難　波　満津留 氏
　　　二　嶋　宣　人 氏　　　　森　山　幸　治 氏
　□感謝状
　　全国市議会議長会相談役
　　全国市議会議長会理事
　　　田　口　裕　士 氏

■中国市議会議長会
　□正副議長３年以上表彰　 □議員在職20年以上表彰
　　　田　口　裕　士 氏　　　　小　川　信　幸 氏
　□議員在職８年以上表彰
　　　松　本　好　厚 氏

　健康寿命延伸や生活習慣病予防を目指し、「野
菜から食べよう 」をスローガンに官民連携で取り
組んでいる「 ベジ・ファーストＯＫＡＹＡＭＡプ
ロジェクト」。６月は食を通じた健康づくりを推
進する「食育月間」とされており、その取り組み
の一つとして、６月定例市議会の本会議初日に、
プロジェクトのロゴマークが入った野菜カラーの
パーカーを議員や市長をはじめ多くの関係者が着
用し、同プロジェクトの周知・啓発を図りました。

議
会
ト
ピ
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ス


